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１．概要 

 新山口駅ターミナルパーク整備事業は、山口市、山口県の陸の玄関に

ふさわしい駅空間をめざし、交通結節アクセス機能の強化と快適な都市

空間の形成を目的として、整備を進めています。 

既に供用開始した南北自由通路及び橋上駅舎に加え、昨年１２月には

新山口駅北口駅前広場の西側ロータリー内の一般車乗降場及び駐車場や

タクシー乗降場が完成し供用を始め、本年１０月には南北駅広線の改修

が完了しました。 

現在、北口駅前広場の中央部では、観光交流センターやバス待合所、

カフェ、東側ロータリーではバスシェルターなどの施設整備が順調に進

捗しており、平成平成平成平成３０３０３０３０年年年年３３３３月月月月２２２２２２２２日日日日（（（（木木木木））））ににににはははは北口駅前広場北口駅前広場北口駅前広場北口駅前広場がががが全面供用全面供用全面供用全面供用

となりますとなりますとなりますとなります。。。。    

バスバスバスバス路線路線路線路線についてはについてはについてはについては、、、、４４４４月月月月１１１１日日日日（（（（日日日日））））からからからから全路線一斉全路線一斉全路線一斉全路線一斉にににに北口駅前広場北口駅前広場北口駅前広場北口駅前広場

のみをのみをのみをのみを乗降場乗降場乗降場乗降場とするとするとするとする運行運行運行運行にににに切切切切りりりり替替替替わりますわりますわりますわります。。。。    

今回の全面供用により、交通結節点としての機能強化、利便性の向上

が図られるとともに、情報発信機能を備えた観光交流センター、サテラ

イトスタジオ、カフェと一体的に供用することにより、魅力あふれる駅

空間へと生まれ変わります。 

 

２．交通利便施設 

（１）バスロータリー 

①施設概要 

これまで、北口・南口及び駅周辺の路上に分散していた路線バ

スが北口東側バスロータリーに集約されるとともに、乗場も方面

別に再編され乗継の利便性が向上します。また、案内所を併設し

たバス待合所を設け、バスの利用環境もより一層向上します。 

 

※乗場の方面別再編については、現在、調整中であり確定次第お

知らせします。 

 

 

件 名： 新山口駅北口駅前広場等の全面供用について 

担当課： 
都市建設部 新山口駅ターミナルパーク整備課 管理担当 

（電話：083-934-2937） 
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②施設内容 

バス待合所、バス案内所 

乗車場６枠、降車場２枠 

 

③管理者 

山口市（新山口駅ターミナルパーク整備課） 

西日本旅客鉄道株式会社 

 

④バス案内所管理運営者 

山口県バス協会 

 

３．情報発信施設 

（１）観光交流センター 

①施設概要 

市域を超えた、陸の玄関としての観光情報や物産・特産品・地

場産業、スポーツ・文化といった多様な情報を発信する施設 

 

②施設内容 

北口案内所（３階）、交流活動ホール（２階）、ギャラリースペー

ス（１階） 

 

③管理運営者 

山口市（観光交流課） 

 

（２）サテライトスタジオ 

①施設概要 

市民等が地域情報等を発信する交流ツールとして駅前広場での

イベント時や観光交流センターとの連携による駅前広場内放送

（一般利用）と放送事業者によるスタジオ利用が可能な施設 

 

②管理運営者 

   山口市（新山口駅ターミナルパーク整備課） 

   株式会社 エフエム山口 
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（３）カフェ 

①施設概要 

駅に必要な「集う、憩う、滞留する空間」に資する、市内・県

内の食材を使った飲食の提供を通した「山口の食」の魅力を発信

するカフェ 

 

②管理運営者（出店者） 

    株式会社 グリーンヒル・アトー 


